
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最
後
に
、
か
よ
う
な
行
事
を
執
行
す
る

に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
備
品
も
古
く

な
っ
た
り
壊
れ
た
り
。
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
最
近
の
町
会
は
、
繰
越
金
が
残
せ
な

く
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
町
会
加
入
者

を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。
経
費
の
節
減

も
行
い
ま
す
。
こ
の
１
年
、
皆
さ
ん
と
住

み
よ
い
町
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。 

月
に
４
回
（
週
１
回
）
ほ
ど
、
農
作
業
に
出
か

け
て
い
る
。
畑
は
函
南
町
（
静
岡
県
）
に
あ
り
、

自
宅
か
ら
は
１
０
０
km
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
。
何

故
、
そ
ん
な
遠
く
に
畑
を
借
り
て
い
る
の
か
は
、

話
が
長
く
な
る
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

地
元
農
家
の
方
か
ら
借
り
た
畑
を
知
り
合
い
の

数
家
族
で
分
割
し
て
野
菜
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。 

 

畑
ま
で
の
移
動
ル
ー
ト
は
、
当
初
は
有
料
道
路

を
利
用
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
出
来
る
だ
け
一
般

道
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

早
朝
に
自
宅
を
出
発
し
、
国
道
２
４
６
号
線
を

厚
木
へ
向
か
い
、
小
田
原
厚
木
道
路
に
並
走
し
て

い
る
道
路(

63
号
線
）
等
を
利
用
し
て
二
宮
ま
で

行
き
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
を
走
り
、
早
川
か
ら
海
岸

線
の
国
道
１
３
５
号
線
を
利
用
し
て
熱
海
ま
で

行
っ
て
い
る
。
熱
海
か
ら
は
熱
函
道
路
を
利
用
し

て
15
分
ほ
ど
で
畑
に
到
着
す
る
。
途
中
の
朝
食
休

憩
な
ど
を
入
れ
る
と
、
２
時
間
半
ほ
ど
の
移
動
時

間
と
な
る
。 

 

帰
り
の
道
路
で
は
、
時
と
し
て
渋
滞
に
ひ
っ
か

か
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
夏
場
の
海
岸
線(

１
３

５
号
線)

は
、
レ
ジ
ャ
ー
帰
り
の
車
で
数
珠
つ
な

ぎ
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
時
は
、
真
鶴
駅

の
尐
し
手
前
か
ら
山
側
の
道
路(

７
４
０
号
線)

を
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
か
な
り
蛇
行
し

て
走
行
距
離
は
あ
る
が
、
車
は
尐
な
い
の
で
い
つ

も
順
調
に
流
れ
て
い
る
。
本
当
は
あ
ま
り
人
に
お

教
え
し
た
く
な
い
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。 

朝
食
は
、
途
中
の
コ
ン
ビ
ニ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
を
利
用
し
た
り
、
海
岸
線
の
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総
会
に
当
た
って 

 

花
の
台
町
内
会
会
長 

 

長
谷
川
大
二 

感
謝
状
及
び
表
彰
状
の
贈
呈 

 

 

 

町
内
会
長
推
薦
委
員
会
の
推
薦
を
頂
き
、
あ
と
１
期
２
年
間
、
会

長
職
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

町
内
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
て
住
宅
の
新
築
が
相
次
ぎ
、
旧
住
宅

を
取
り
壊
し
て
新
し
い
建
物
が
建
っ
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
町
内
会
の
会
員
に
な
る
数
は
尐
な
く
、
人
口
の

伸
び
を
下
回
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
会
へ
加
入
す
る
方
法
が
分
か
ら
な

い
か
、
町
会
が
意
識
の
外
に
あ
る
か
そ
れ
と
も
他
に
原
因
が
あ
る
の

か
、
こ
れ
を
克
服
し
て
町
内
会
の
会
員
数
を
増
や
し
、
町
内
会
の
最

大
の
目
的
で
あ
る
「
ご
近
所
、
町
内
に
顔
見
知
り
が
い
る
」
と
い
う

地
域
の
実
現
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

顔
見
知
り
を
作
る
た
め
、
町
内
会
は
色
々
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

盆
踊
り
や
運
動
会
、
お
神
輿
な
ど
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
一
体
に

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
動
か
し
ま
す
。
共
通
の
労
働
に
力
を
合
わ
せ
、

ふ
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
見
知
っ
た
人
が
い
る
。
そ
う
い
っ
た
人
々
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
や
が
て
起
こ
る
で
あ
ろ
う
非
常
事
態
に
備
え

る
。
或
い
は
公
園
の
清
掃
や
街
路
、
家
の
前
の
清
掃
。
ゴ
ミ
置
き
場

の
整
理
整
頓
。
き
れ
い
な
町
に
は
犯
罪
も
尐
な
い
で
す
。
そ
れ
で
も

皆
さ
ん
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。
歩
き
な
が
ら
だ
べ
り

ま
し
ょ
う
。
街
の
印
象
や
飲
み
屋
の
話
な
ど
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
を
拾

い
な
が
ら
自
分
の
街
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
歓
声
も
聞
こ

え
ま
す
。
暗
い
箇
所
は
な
い
か
、
掲
示
板
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
か
。

な
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
新
鮮
な
見
方
が
出
来
ま
す
。 

 

町
内
会
は
色
々
な
「
場
」
を
提
供
し
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
顔

見
知
り
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

あ
ん
な
話 

 

こ
ん
な
話 

ち
ょ
っ
と 

い
い
は
な
し 

 

花の台町内会へのお問い合わせは、お気軽に町内会館まで 

火曜日、金曜日の午前中 

宮前平３－４－１６  宮崎台ハイツ１階 

Tel・Fax 767-7502 

お申し込みは、 

各部に直接ご連絡ください 

 

◎町内会に加入している家庭の小学生なら誰でも入会できます 

◎楽しい行事がたくさんあります 

◎お申込み・お問い合わせは 

花の台町内会館（火；金曜日の午前 10時～12時） 

電話/ファックス ７６７－７５０２ 

 

◎日程 

  9月  7日・14日・21日   *集合 5時 30分 

１０月  ５日・19日・26日   *集合５時 00分 

１１月  ９日・16日・23日   *集合４時３０分 

◎集合場所 花の台町内会館 

◎パトロールは徒歩にて１時間程度です。 

◎お申込み 桂田防犯部長 ℡ 044-877-0850 

去
る
３
月
１
日
付
け
で
改
定
し
た
会
則
集

が
出
来
上
が
り
６
月
初
旬
会
員
の
皆
様
の
お

手
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。 

お
時
間
の
あ
る
と
き
、
お
読
み
戴
き
町
内
会

へ
の
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
た
く
思
い
ま

す
。 参

考
ま
で
に
ち
ょ
っ
と
中
を
見
ま
す
と
総

会
に
つ
い
て
の
規
約
は
第
14
条
「
総
会
は
、

開
催
時
の
役
員
と
班
長
に
よ
る
総
代
会
制
と

し
、
班
長
と
役
員
を
も
っ
て
開
催
す
る
。」
と

あ
り
、
ま
た
班
長
に
つ
い
て
は
12
条
「
会
員

は
、
近
隣
に
居
住
す
る
会
員
お
お
む
ね
５
～

30
世
帯
（
以
下
こ
れ
を
班
と
云
う
）
に
つ
き
、

１
世
帯
（
１
名
）
の
班
長
を
＊
班
の
代
表
と

し
て
毎
月
４
月
（
原
則
）
に
選
出
す
る
。」
云
々

と
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

感
謝
状
を
今
回
退
任
さ
れ
る
立
川
猛
氏(

第

10
地
区
副
会
長
）、
津
田
喬
次
氏
（
第

地
区

副
会
長
）
、
藤
本
正
夫
（
会
計
）
の
三
氏
に
対

し
て
永
年
に
亘
り
当
町
内
の
役
員
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
戴
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
会
長
か
ら
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
お

三
方
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

町
会
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

続
い
て
表
彰
状
が
猪
爪
豊
氏
＊
伊
久
見
光

君
、
渡
部
侑
輝
君
の
三
氏
に
対
し
て
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。 

猪
爪
豊
氏
（
当
町
内
会
美
化
部
長
）
は
偶
々

通
り
か
か
っ
た
道
端
で
倒
れ
て
い
る
人
を
見

か
け
咄
嗟
の
判
断
で
適
切
な
処
置
を
迅
速
に

と
ら
れ
た
お
蔭
で
尊
い
人
命
が
救
か
っ
た
こ

と
を
。
伊
久
見
光
君
（
宮
前
平
小
学
校
児
童
）

は
町
内
会
の
公
園
清
掃
、
多
摩
川
清
掃
に
親
と

共
に
出
て
ご
み
を
拾
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
小

学
校
で
夏
休
み
交
通
安
全
指
導
員
に
選
ば
れ

る
な
ど
活
躍
。
渡
部
侑
輝
君
は
全
国
中
学
校
駅

伝
大
会
で
宮
前
平
中
学
を
全
国
５
位
に
押
し

上
げ
た
他
、
全
日
本
中
学
陸
上
競
技
大
会
１
５

０
０
ｍ
に
出
場
見
事
優
勝
し
全
国
に
宮
中
の

名
を
轟
か
せ
た
こ
と
の
顕
彰
で
す
。
長
谷
川
町

会
長
よ
り
贈
呈
い
た
し
ま
し
た 

花
の
台
町
内
会
会
則
集 

配
布
の
お
知
ら
せ 

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
第
10
地
区
担
当

副
会
長
立
川
猛
氏
が
退
任
、
後
任
に
小
口
直

弘
氏
、
同
じ
く
第
11
地
区
担
当
副
会
長
兼
総

務
部
長
津
田
喬
次
氏
の
後
任
は
副
会
長
が
針

生
久
氏
、
総
務
部
長
に
押
山
二
男
広
報
部
長

が
就
任
、
広
報
部
長
の
後
任
に
小
口
直
弘
氏

が
兼
任
で
、
ま
た
新
設
さ
れ
た
福
祉
部
の
部

長
に
安
藤
和
男
防
犯
部
長
が
就
任
、
後
任
に

は
桂
田
實
副
会
長
が
防
犯
部
長
を
兼
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
会
計
の
藤
本
正
夫
氏

は
退
任
さ
れ
、
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

役

員

の

改

選 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
持
参
の
お
に
ぎ
り
、
即
席
み
そ

汁
な
ど
で
簡
単
に
済
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。 

昼
食
は
、
さ
ら
に
一
般
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

そ
ば
・
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
の
食
事
処
も
利
用
し
て

い
る
。
小
田
原
魚
市
場
（
漁
港
）
内
の
食
堂
は
、

刺
身
定
食
な
ど
魚
料
理
が
中
心
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
り
、
い
つ
も
客
が
列
を
な
し
て
い
る
が
、
待

ち
時
間
は
そ
ん
な
に
長
く
な
い
。
湯
河
原
海
岸
か

ら
熱
海
方
面
へ
１
km
ほ
ど
の
食
事
処
「
麦
と
ろ
童

子
」
は
名
前
の
と
お
り
、
麦
飯
・
と
ろ
ろ
汁
が
メ

イ
ン
の
お
店
で
あ
る
が
、
雰
囲
気
が
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
て
い
て
面
白
い
。 

畑
で
は
そ
れ
な
り
に
収
穫
物
は
あ
る
が
、
全
て

の
野
菜
を
植
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
畑
の

直
ぐ
近
く
に
あ
る
「
酪
農
王
国
オ
ラ
ッ
チ
ェ
」
の

野
菜
直
売
（
土
日
の
朝
）
も
し
ば
し
ば
利
用
し
て

い
る
。
季
節
の
野
菜
を
か
な
り
安
く
販
売
し
て
い

る
の
で
、
近
隣
の
人
も
多
く
買
い
に
き
て
い
る
。 

 

小
田
厚
道
路
・
平
塚
イ
ン
タ
ー
近
く
の
「
Ｊ
Ａ

湘
南
あ
さ
つ
ゆ
広
場
（
大
型
農
産
物
直
売
場
）
」

も
野
菜
、
苗
、
花
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
よ

く
寄
り
道
を
し
て
い
る
。
平
塚
漁
港
の
朝
獲
れ
鮮

魚
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
も
多
い
ら
し

い
。 

 

往
復
の
時
間
を
含
め
る
と
一
日
が
か
り
の
効

率
の
悪
い
野
菜
づ
く
り
で
あ
り
、
帰
り
は
東
名
高

速
道
路
も
利
用
す
る
の
で
高
コ
ス
ト
の
野
菜
づ

く
り
で
あ
る
が
、
お
土
産
付
き
観
光
農
園
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

第
４
地
区
副
会
長 

菅
谷 

雅
生 

 

 



花
の
台
町
内
会
総
会
は
５
月
11
日
朝
10

時
か
ら
役
員
、
班
長
合
わ
せ
て
約
90
名
が
出

席
し
て
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎 

宮
崎
支
店
大

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
、
川

本
整
形
外
科
院
長
川
本
守
先
生
、
ご
講
演

（
別
掲
４
面
）
の
あ
と
総
会
は
始
ま
り
ま
し

た
。 冒

頭
、
委
任
状
出
席
数
も
合
わ
せ
班
長
総

数
の
過
半
数
以
上
に
達
し
、
総
会
の
成
立
が

報
告
さ
れ
た
後
、
議
事
は
次
の
順
序
で
審
議

さ
れ
ま
し
た
。 

一
号
議
案 

平
成

年
度
事
業
報
告 

 

各
部
長
報
告 

二
号
議
案 

平
成

年
度
収
支
決
算
報
告 

 

資
産
及
び
備
品
説
明 

三
号
議
案 

平
成

年
度
会
計
監
査
報
告 

四
号
議
案 

平
成

年
度
事
業
計
画 

案 

五
号
議
案 

平
成

年
度
予
算 

案 

六
号
議
案 

役
員
改
選 

案 

以
下
に
重
要
な
点
を
記
し
ま
す
と 

 

25
年
度
各
部
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告 

先
ず
防
犯
部
長
安
藤
和
男
、
防
災
部
長
齋

藤
尭
、
美
化
部
長
猪
爪
豊
、
広
報
部
長
押
山

二
男
、
各
部
交
通
部
長
新
井
紀
元
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
北
野
隆
生
、
少
年
指
導
部
長
野

島
秀
行
、
子
ど
も
会
会
長
増
田
美
和
、
青
壮

年
部
長
鈴
木
俊
夫
、
花
の
台
ク
ラ
ブ
会
長
名

古
屋
慎
吾
、
交
通
安
全
母
の
会
花
の
台
支
部

安
藤
シ
ゲ
子
の
各
氏
に
よ
る
担
当
セ
ク
シ
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(7)              花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号             花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号                (2) 

 

 

平
成

年
度 

定
期
総
会
特
集 

長
谷
川
会
長
様
よ
り
お
話
が
あ
り
驚
き
ま

し
た
が
、
微
力
な
が
ら
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。
皆
様
同
様
、
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の
ご
教
示
を

得
な
が
ら
一
所
懸
命
や
る
つ
も
り
で
す
。
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

生
ま
れ
は
長
野
県
諏
訪
、
諏
訪
湖
畔
で
す
。

東
京
は
学
生
時
代
か
ら
。
こ
こ
宮
崎
に
住
ん

で
５
年
に
な
り
ま
す
。 

美
化
活
動
に
つ
い
て
は 

 

６
月
１
日
（
日
）
市
の
多
摩
川
美
化
活
動
に
参

加
、
６
月

日
（
日
）
【
順
延
に
て
７
月
６
日
に

実
施
】、
11
月

日
（
日
）
両
日
の
公
園
清
掃
、 

９
月

日
（
日
）
市
内
統
一
美
化
活
動
（
公
園
清

掃
） 

防
災
に
つ
い
て
は 

９
月

日
（
土
）
宮
前
平
小
学
校
で
防
災
訓
練

を
行
い
ま
す
。 

町
内
会
執
行
部
の
活
動
と
し
て
は 

 

毎
月
第
一
日
曜
日
に
定
例
役
員
会
、
６
月

日

（
日
）
役
員
、
班
長
に
よ
る
日
帰
り
研
修
会
、
７

月

日
（
土
）
第
一
回
班
長
会
【
以
上
実
施
済
】

月
４
日
（
土
）
第
二
回
班
長
会
（
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ

宮
崎
台
支
店
）
を
行
い
ま
す
。 

以
上
が
行
事
・
事
業
計
画
で
す
。
続
い
て 

予
算
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
別
掲
（
３
面
） 

 

花
の
台
町
会
第

地
区
の
担
当
に
５
月

に
就
任
し
ま
し
た
。
前
任
者
の
ご
都
合
に
よ

り
急
遽
決
ま
り
ま
し
た
の
で
戸
惑
っ
て
お

り
ま
す
が
、
20
数
年
、
花
の
台
フ
ラ
ワ
ー
ズ

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
町
会
役
員
の

皆
様
の
街
づ
く
り
へ
の
熱
意
を
い
つ
も
感

じ
て
お
り
ま
し
た
の
で
お
引
き
受
け
い
た

し
ま
し
た
。 

町
会
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
、
運
動
会
＊
御
神

輿
等
に
は
毎
年
継
続
し
て
参
加
し
て
き
ま

し
た
が
今
後
は
役
員
と
し
て
住
み
や
す
い

街
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
少
年

野
球
を
通
じ
て
健
全
で
活
発
な
子
供
た
ち

の
育
成
に
努
め
、
地
域
で
子
供
た
ち
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

第
10
地
区
担
当 

宮
崎1

丁
目
３
～
６ 

11
～
13 

 

小
口 

直
弘 

 

 

第

地
区
担
当 

宮
崎
二
丁
目
10
～
13 

 

針
生 

久 

ョ
ン
の
平
成
25
年
度
活
動
報
告
が
行
わ
れ

続
い
て
会
計
担
当
金
沢
征
夫
氏
よ
り
収
支

決
算
報
告
書
の
説
明
、
資
産
及
び
備
品
台
帳

の
報
告
が
あ
り
、
何
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 因

み
に
、
平
成
25
年
度
の
町
内
会
の
収
入

は
１
４
３
０
万
４
１
９
円
で
そ
の
主
な
も

の
は
町
内
会
会
費
９
４
５
万
９
０
０
円
、
受

入
助
成
金
３
９
６
万
６
８
８
７
円
、
一
方
、

支
出
は
１
５
１
２
万
６
８
円
で
そ
の
主
な

も
の
は
共
同
募
金
等
２
０
５
万
３
８
０
０

円
、
街
灯
保
守
管
理
１
９
６
万
５
２
７
５
円

で
す
。
ま
た
資
産
、
及
び
備
品
台
帳
に
よ
る

と
取
得
価
格
で
合
計
３
０
３
６
万
８
２
７

１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

26
年
度
行
事
・
事
業
計
画 

続
い
て
平
成

年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ

れ
皆
様
の
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
た
。 

行
事
の
主
な
も
の
は 

年
尐
者
に
向
け
て
は 

 

 

７
月
５
日
（
土
）
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
（
宮
前
平

小
学
校
）
、
７
月
下
旬 
子
ど
も
映
画
会(

宮
前
平

小
学
校
）
、
７
月
夏
休
み
は
じ
め
４
日
間
は
子
ど

も
会
ラ
ジ
オ
体
操
（
宮
前
平
小
学
校
）
【
以
上
実

施
済
】

月
３
日
（
月
）
子
ど
も
神
輿
巡
行
、

月

日
（
土
）
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
宮
前
平

小
学
校
）
、
１
月

日
（
土
）
宮
前
平
小
学
校
祭

り
（
町
内
会
協
力
） 

 

子
ど
も
も
大
人
も
参
加
し
て
楽
し
い
も
の 

 

７
月

･

日
（
土
）
（
日
） 

納
涼
盆
踊
り

大
会
（
宮
前
平
小
学
校
）【
実
施
済
】

月

日

（
日
）
秋
季
大
運
動
会
（
宮
前
平
小
学
校
） 

 

１
月
11
日
（
日
）
は
新
年
賀
詞
交
歓
会 

が
開
催

さ
れ
ま
す
（
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
宮
崎
支
店
） 

 

納涼盆踊り大会の流れをご紹介します 

納涼盆踊りは、町内会役員・班長・各部の部員、運動部の部員など
総勢 150名の方々が事前の準備、当日の運営、翌日の後片付けに
あたりました。 
みなさん、ありがとうございました。 

（実行委員長 体育指導部長 北野隆生） 

新

副

会

長

の

紹

介 

総会の様子と特別講演 

宮前兄妹 

『メロー』と『コスミン』が

一緒に踊りました 

運動会、おみこしにも 

来てくれるかな 

11月 3日（月）文化の日  午前 9時出発 

宮前区区役所市民広場を出発し町内を練り歩

きます。宮前区役所⇒マコト酒店前⇒宮崎第二

公園⇒宮崎子ども文化センター 

9月 20日（土）  午前 10時 

一時避難場所に集合し、避難所（宮前平小

学校）に向かいます。 

災害の対する訓練、展示があります。 

 

10月 12日（日） 雨天の場合：13日（月） 

楽しい競技、たくさんの賝品、売店もたくさ

ん出ます。宮前兄妹『メロー』『コスミン』

も特別参加予定。 

 

9月 28日（日）川崎市内統一美化デー 

雨天の場合：10月 5日（日） 

11月 30日（日） 

皆さんのご参加をお待ちしております。 



 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

(3)              花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号             花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号                (6) 

平成 25年 11月３日 

花の台町内会新旧役員班長等の研修旅行を実施 

会長以下 43名の参加者は 6月 22日日曜日早朝、町内の花園橋下ユー

タカラヤ脇に集合、バスで一路千葉・館山へ、途中アクアライン海ほた

るで小憩のあと、袖ケ浦公園で雨に濡れる花菖蒲、紫陽花を鑑賞、展望

台からはあいにく対岸の川崎は雨に煙り見えませんでした。昼頃、館山

に到着、昼食は海鮮浜焼き、さざえ，帄立，海老などを焼いて食べまし

た。みんな一緒に同じ網の上で焼いて食べるのも、なかなか良いもので

した。午後からは枇杷農家の見学それから、次は鴨川に移動し田植えを

終え青々とした大山千枚田と言われる棚田を見学、斜面にそって沢山の

猫の額ほどの小さな田圃が見せる美しい景観は、また人間の凄さも感じ

させます。4 ヘクタールに 375 枚の田圃、水田の水はなんと雨水のみ

とのこと。続いてお菓子工房見学のあと全員無事帰途につき、午後 6時

過ぎ解散しました。 

平成 26年度 事業計画書 

平成 25年度収支決算書及び平成 26年度予算書 

平成 26町内会役員名簿及び副会長担当地区 

町内会役員・班長研修旅行 平成 26年 6月 22日 

 

第一回班長会兼町内会説明会 平成 26年 7月 19日 

第１回班長会兼町内会説明会を開催 

花の台 26年度第１回班長会兼町内会説明会は 7月 19日土曜日午後３時から JAセレサ川崎宮崎支店で民生委員児童委員、

町会役員など約 50名の方々が参集して開かれました。  冒頭、長谷川会長より私たちのこの町内会名「花の台」の由来に

ついて次のようなお話がありました。「馬絹古墳に見られるように、この辺は古くから人が住んでいたと思われます。時代は

下って近世になると旗本長坂氏と戸田氏の知行地に。明治 22年に宮前（ミヤサキ）村が土橋、馬絹、有馬、野川、梶が谷の

５村統合で誕生。昭和 13年宮前村は川崎市に編入。以後は軍用地への接収と続くのですが、接収まえは現在の宮前平第３公

園の周辺は大字土橋字花の台と言いました。名前から花卉栽培の盛んな丘陵地がイメージされます。私たちの町会名はここか

ら来ているのです。」 

 続いて宮前平中学校放送部宮前区映像コンクールでの受賞作品の上映鑑賞の後、民生委員の役割の説明と応募者受付のお

話。町内会年間行事計画の説明。第 30回盆踊り大会の説明と実行の役割分担の発表。町会の運動部、趣味のクラブ、防犯部

その他各部の活動の紹介が各担当者からありました。散会は４時過ぎ。4時半からは盆踊りの練習（19、20日）が宮前平小

学校でありました。 

第 30回 納涼盆踊り大会 平成 26年 7月 26日・27日 

 

花の台 第３０回納涼盆踊り大会 

盆踊り大会を７月 26・27 日の土日、二日間、宮前平小学校校庭をお借りして開催しました。当日は夕方６時半開場と同

時に浴衣すがたで会場は一杯，3層に組んだ櫓の上から打ち鳴らす太鼓や節に合わせて、会場に吊るされた提灯の下で踊り、

夏の夜を楽しんでいました。なかには目を引く踊りをする人も、女性だけでなく、男性にもおりました。外国人の姿も見られ

ました。子供たちは浴衣すがたも多く見られ、焼き鳥、焼きそばなどの屋台に長蛇の列、久しぶりの大はしゃぎ。これは花の

台町内会恒例の夏祭りです。このところのゲリラ豪雨が気がかりでしたが、二日目、ちょっとの雨、お湿り程度で助かりまし

た。 

この日のため太鼓の練習は６月から。また７月 22日櫓建て｡26日は早朝からテント張り、櫓の飾り付け、会場提灯さげ、そ

して 27日踊り終了後テントその他の撤収。28日も早朝から櫓撤去，校庭ゴミ拾い、清掃をしました。 

また、この催しの実行委員の方には会場となる宮小校庭の借用の折衝，櫓組立工事依頼、電気引込み、太鼓指導者との打ち合

わせ、踊りのお師匠さんへの挨拶、近隣へのお知らせ配布、その他諸々やって頂きました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は長谷川町会長より、高齢者を対象にした演題をとのご依頼を頂きました。現在わが国の人口における 65

歳以上の割合は 20％以上を超えており、高齢になっても日常生活動作を維持して自立した生活をおくることが個

人にとっても社会にとっても極めて重要になっております。現在わが国の女性平均寿命は 86 歳ですが自立して健

康的な生活をおくる事が出来る寿命（健康寿命）は 80歳です。健康寿命を抑制している原因として最も多い要因

が脳血管障害ですが、その次に多い要因が骨粗鬆症における骨折や高齢による衰弱（腰痛や膝痛による QOL の低

下を含む）です。従って骨粗鬆症･変形性膝関節症に対する適切な予防と治療が必要と思われます。 

骨粗鬆症の予防、診断、治療 

骨は古くなった骨を壊し、新しい骨を作るというサイクルを繰り返し、骨のしなやかさや強さを保つ新陳代謝

を繰り返しています。これを骨のリモデリングと呼び、このリモデリングのバランスが何らかの理由によって崩

れた場合に骨粗鬆症が引き起こされます。 

診断方法に関しては①骨量（骨密度）検査 ②腰椎レントゲン ③尿･血液検査 ④問診（骨折の既往･基礎疾患･

ステロイド剤の投与等）を総合して診断を致します。 

骨粗鬆症の治療には各種内服薬の投与や注射療法がありますが、骨粗鬆症のグレードや骨折の既往、合併症の有

無、疼痛の有無、性別などによっても治療方法はそれぞれ異なりますので、医療機関において主治医の先生と適

切な治療をご相談下さい。 

また治療に加えて予防も重要であり、①バランスの良い食事 ②適度な運動（病態に見合った運動） ③過度

なアルコール･喫煙を控える ④若年齢での過度なダイエットを控える ⑤転倒は自宅内でおこる事が多い為、水

回りや段差での転倒には十分注意し、雑誌やコードなど足元の整理にも日頃から注意を要します。骨粗鬆症は特

に自覚症状が無い為、腰椎圧迫骨折や大腿骨頸部骨折を起こしてから治療を開始するケースが多いため、早期発

見や骨折の予防の為にも、女性の場合 50歳を過ぎたら一度検査を行う事をお勧め致します。 

また治療に関して疑問があった場合には、主治医の先生に相談し継続的な治療を行うことが大切です。 

 

次に変形性膝関節症のお話を致します。変形性膝関節症の診断、治療、６５歳以上の方が医療機関を受診する主

訴で腰痛の次に多い病態が膝痛です。その中の大多数が変形性膝関節症による膝痛で、現在国内で 2400万人もの

患者さんがいると言われており、骨粗鬆症同様今後の高齢化社会への対応が必要であります。変形性膝関節症を

引き起こす要因としては、加齢による軟骨組織の退行変性、肥満、O脚、関節ﾘｳﾏﾁや靭帯損傷･半月板損傷等の既

往があげられます。診断方法としては問診･視診･触診に加えて、レントゲン撮影、血液検査、場合によっては半

月板損傷･骨壊死などの鑑別においては MRI 等での精査も行われます。治療方法としては、主には投薬･リハビリ

テーション･注射療法（ﾋｱﾙﾛﾝ酸を含む）･装具療法･手術療法等がありますが、変形のｸﾞﾚｰﾄﾞ、急性期か慢性期か

によって異なりますので、主治医の先生に適切な治療方法を判断して頂く事が大切です。 

また治療に加えて骨粗鬆症同様予防も重要であり、膝関節は体重を支える関節ですので筋力強化･可動域の確保

を含めたトレーニング、肥満の予防も大切です。トレ－ニングに関しては日々継続する事が重要であり、メニュ

ーに関しても年齢や変形のグレードによって異なりますので、主治医の先生にご相談下さい。 

ご清聴ありがとうございました。                       （文責 長谷川大二） 

はじめに 

私は生後間もなく、当地に越してまいりました。その後も地域の幼稚園･小学

校･中学校に通園･通学させて頂き、小学校 4年間花の台尐年野球チーム「花の台

フラワーズ」に入部させて頂き、花の台町内会の皆様方にご指導頂きました。こ

の場を借りて御礼申し上げます。平成 8年父の他界に伴い川本内科を閉院し、平

成 10 年に同地に川本整形外科を開業し現在に至ります。 

この件に関し、先生からいろいろなパンフレットをいただきました。町内会館に置いて

ありますので、必要な方はお出かけの上お持ちください。 

(5)              花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号             花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号                (4) 

特別講演『骨粗鬆症と変形性膝関節症』 多 摩 川 清 掃 平成 26年 6月 1日 

川崎市多摩川美化活動に花の台町内会は会長以下役員、有志が参加しました。 

6月 1日、日曜日、町会関係者、親子連れなど約 50名は太陽の照りつける中、9時に新二子橋下の多摩川河川敷に立て

た町内会の幟の下に集り、世話役の桂田實副会長、猪爪豊美化部長よりそれぞれごみ入れ用ビニール袋、軍手、熱中症予防？

のペットボトル入り飲料水を受け取り、川の上流，東名多摩川橋に向かってスタートしました。河川敷を歩きながら普通ゴ

ミ、空き缶、空き瓶などを次々と回収して進んで行きます。なかには粗大ゴミ？自転車、机、椅子などもあったそうです。

この川崎市の美化活動は今年で第 36回目の開催。参加予想人員約１万５千人、多摩川沿岸の各区民の協力を得て行ってき

た結果、ひと頃に比べ川辺は見違えるようにきれいになりました。平瀬川が多摩川にながれこむ辺では橋の上から鮎の群が

見られました。鯉もいました。また水面には川鵜がそれらの魚を追っていました。聞けば多摩川を遡上する稚鮎が近年ます

ます増えているとのこと。嬉しいことです。周りの緑もきれいでした。11時ころ終了。陽の光を一杯に浴びた半日でした。

風に吹かれ、河原でのビールが最高！ 

 

  花の台町内会 公園清掃を実施 
 恒例の公園清掃、今年第１回目は 6月 29日日曜日の予定が雨で 1週間順延、7月 6 日 9時のスタートになりました。

当日は町会で用意した竹箒、熊手，鎌，鋏、ちりとりなどを使って落ち葉、ごみ、空き缶、空き瓶、の収集、雑草の除去・

草刈などを行い用意したビニール袋につめ 11時頃には終了しました。次回は 9月 28日、日曜日（川崎市統一美化の日）

を予定しています。 

この公園清掃は町内会の行事として毎年 3回行なわれ、毎回、次の１１ヶ所の公園を清掃しています。宮前平第一公園，

同第二公園、同こども公園、同第三公園、宮前平公園、宮前平第四公園、宮崎第一公園、同三又公園、同第二公園、おちば

公園、宮崎第四公園です。 

当日は男女いろんな方の参加があり、中には、小さなお子さま連れのファミリーもおりました。 

 それぞれの事情で遅れてきた人、途中で帰った人もおりましたが、公園をきれいにしようと言う気持ちはみんな一緒でし

た。 

 今回参加された方も、また、参加されなかった方も次回はお近くの公園清掃に是非ご参加ください。お待ちしております。 

   

公 園 清 掃

  

次回の公園清掃は、9月 28日（日）…川崎市統一美化の日… 11月 30日（日）に行ないます 

 

講師 川本整形外科 川本 守先生 

 

 

●作って食べよう骨を元気にするレシピ  

●骨粗鬆症ハンドブック  骨折しない強い骨を作る 

●三世代で取り組む 骨粗鬆症の予防と治療 

●骨粗しょう症 まるわかりガイド 

●変形性ひざ関節症 Ｑ＆Ａブック 

●変形性膝関節症の運動療法     その他多数 

 

平成 26年 7月 6日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は長谷川町会長より、高齢者を対象にした演題をとのご依頼を頂きました。現在わが国の人口における 65

歳以上の割合は 20％以上を超えており、高齢になっても日常生活動作を維持して自立した生活をおくることが個

人にとっても社会にとっても極めて重要になっております。現在わが国の女性平均寿命は 86 歳ですが自立して健

康的な生活をおくる事が出来る寿命（健康寿命）は 80歳です。健康寿命を抑制している原因として最も多い要因

が脳血管障害ですが、その次に多い要因が骨粗鬆症における骨折や高齢による衰弱（腰痛や膝痛による QOL の低

下を含む）です。従って骨粗鬆症･変形性膝関節症に対する適切な予防と治療が必要と思われます。 

骨粗鬆症の予防、診断、治療 

骨は古くなった骨を壊し、新しい骨を作るというサイクルを繰り返し、骨のしなやかさや強さを保つ新陳代謝

を繰り返しています。これを骨のリモデリングと呼び、このリモデリングのバランスが何らかの理由によって崩

れた場合に骨粗鬆症が引き起こされます。 

診断方法に関しては①骨量（骨密度）検査 ②腰椎レントゲン ③尿･血液検査 ④問診（骨折の既往･基礎疾患･

ステロイド剤の投与等）を総合して診断を致します。 

骨粗鬆症の治療には各種内服薬の投与や注射療法がありますが、骨粗鬆症のグレードや骨折の既往、合併症の有

無、疼痛の有無、性別などによっても治療方法はそれぞれ異なりますので、医療機関において主治医の先生と適

切な治療をご相談下さい。 

また治療に加えて予防も重要であり、①バランスの良い食事 ②適度な運動（病態に見合った運動） ③過度

なアルコール･喫煙を控える ④若年齢での過度なダイエットを控える ⑤転倒は自宅内でおこる事が多い為、水

回りや段差での転倒には十分注意し、雑誌やコードなど足元の整理にも日頃から注意を要します。骨粗鬆症は特

に自覚症状が無い為、腰椎圧迫骨折や大腿骨頸部骨折を起こしてから治療を開始するケースが多いため、早期発

見や骨折の予防の為にも、女性の場合 50歳を過ぎたら一度検査を行う事をお勧め致します。 

また治療に関して疑問があった場合には、主治医の先生に相談し継続的な治療を行うことが大切です。 

 

次に変形性膝関節症のお話を致します。変形性膝関節症の診断、治療、６５歳以上の方が医療機関を受診する主

訴で腰痛の次に多い病態が膝痛です。その中の大多数が変形性膝関節症による膝痛で、現在国内で 2400万人もの

患者さんがいると言われており、骨粗鬆症同様今後の高齢化社会への対応が必要であります。変形性膝関節症を

引き起こす要因としては、加齢による軟骨組織の退行変性、肥満、O脚、関節ﾘｳﾏﾁや靭帯損傷･半月板損傷等の既

往があげられます。診断方法としては問診･視診･触診に加えて、レントゲン撮影、血液検査、場合によっては半

月板損傷･骨壊死などの鑑別においては MRI 等での精査も行われます。治療方法としては、主には投薬･リハビリ

テーション･注射療法（ﾋｱﾙﾛﾝ酸を含む）･装具療法･手術療法等がありますが、変形のｸﾞﾚｰﾄﾞ、急性期か慢性期か

によって異なりますので、主治医の先生に適切な治療方法を判断して頂く事が大切です。 

また治療に加えて骨粗鬆症同様予防も重要であり、膝関節は体重を支える関節ですので筋力強化･可動域の確保

を含めたトレーニング、肥満の予防も大切です。トレ－ニングに関しては日々継続する事が重要であり、メニュ

ーに関しても年齢や変形のグレードによって異なりますので、主治医の先生にご相談下さい。 

ご清聴ありがとうございました。                       （文責 長谷川大二） 

はじめに 

私は生後間もなく、当地に越してまいりました。その後も地域の幼稚園･小学

校･中学校に通園･通学させて頂き、小学校 4年間花の台尐年野球チーム「花の台

フラワーズ」に入部させて頂き、花の台町内会の皆様方にご指導頂きました。こ

の場を借りて御礼申し上げます。平成 8年父の他界に伴い川本内科を閉院し、平

成 10 年に同地に川本整形外科を開業し現在に至ります。 

この件に関し、先生からいろいろなパンフレットをいただきました。町内会館に置いて

ありますので、必要な方はお出かけの上お持ちください。 

(5)              花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号             花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号                (4) 

特別講演『骨粗鬆症と変形性膝関節症』 多 摩 川 清 掃 平成 26年 6月 1日 

川崎市多摩川美化活動に花の台町内会は会長以下役員、有志が参加しました。 

6月 1日、日曜日、町会関係者、親子連れなど約 50名は太陽の照りつける中、9時に新二子橋下の多摩川河川敷に立て

た町内会の幟の下に集り、世話役の桂田實副会長、猪爪豊美化部長よりそれぞれごみ入れ用ビニール袋、軍手、熱中症予防？

のペットボトル入り飲料水を受け取り、川の上流，東名多摩川橋に向かってスタートしました。河川敷を歩きながら普通ゴ

ミ、空き缶、空き瓶などを次々と回収して進んで行きます。なかには粗大ゴミ？自転車、机、椅子などもあったそうです。

この川崎市の美化活動は今年で第 36回目の開催。参加予想人員約１万５千人、多摩川沿岸の各区民の協力を得て行ってき

た結果、ひと頃に比べ川辺は見違えるようにきれいになりました。平瀬川が多摩川にながれこむ辺では橋の上から鮎の群が

見られました。鯉もいました。また水面には川鵜がそれらの魚を追っていました。聞けば多摩川を遡上する稚鮎が近年ます

ます増えているとのこと。嬉しいことです。周りの緑もきれいでした。11時ころ終了。陽の光を一杯に浴びた半日でした。

風に吹かれ、河原でのビールが最高！ 

 

  花の台町内会 公園清掃を実施 
 恒例の公園清掃、今年第１回目は 6月 29日日曜日の予定が雨で 1週間順延、7月 6 日 9時のスタートになりました。

当日は町会で用意した竹箒、熊手，鎌，鋏、ちりとりなどを使って落ち葉、ごみ、空き缶、空き瓶、の収集、雑草の除去・

草刈などを行い用意したビニール袋につめ 11時頃には終了しました。次回は 9月 28日、日曜日（川崎市統一美化の日）

を予定しています。 

この公園清掃は町内会の行事として毎年 3回行なわれ、毎回、次の１１ヶ所の公園を清掃しています。宮前平第一公園，

同第二公園、同こども公園、同第三公園、宮前平公園、宮前平第四公園、宮崎第一公園、同三又公園、同第二公園、おちば

公園、宮崎第四公園です。 

当日は男女いろんな方の参加があり、中には、小さなお子さま連れのファミリーもおりました。 

 それぞれの事情で遅れてきた人、途中で帰った人もおりましたが、公園をきれいにしようと言う気持ちはみんな一緒でし

た。 

 今回参加された方も、また、参加されなかった方も次回はお近くの公園清掃に是非ご参加ください。お待ちしております。 

   

公 園 清 掃

  

次回の公園清掃は、9月 28日（日）…川崎市統一美化の日… 11月 30日（日）に行ないます 

 

講師 川本整形外科 川本 守先生 

 

 

●作って食べよう骨を元気にするレシピ  

●骨粗鬆症ハンドブック  骨折しない強い骨を作る 

●三世代で取り組む 骨粗鬆症の予防と治療 

●骨粗しょう症 まるわかりガイド 

●変形性ひざ関節症 Ｑ＆Ａブック 

●変形性膝関節症の運動療法     その他多数 

 

平成 26年 7月 6日 



 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

(3)              花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号             花の台（花の台町内会広報紙）第 43 号                (6) 

平成 25年 11月３日 

花の台町内会新旧役員班長等の研修旅行を実施 

会長以下 43名の参加者は 6月 22日日曜日早朝、町内の花園橋下ユー

タカラヤ脇に集合、バスで一路千葉・館山へ、途中アクアライン海ほた

るで小憩のあと、袖ケ浦公園で雨に濡れる花菖蒲、紫陽花を鑑賞、展望

台からはあいにく対岸の川崎は雨に煙り見えませんでした。昼頃、館山

に到着、昼食は海鮮浜焼き、さざえ，帄立，海老などを焼いて食べまし

た。みんな一緒に同じ網の上で焼いて食べるのも、なかなか良いもので

した。午後からは枇杷農家の見学それから、次は鴨川に移動し田植えを

終え青々とした大山千枚田と言われる棚田を見学、斜面にそって沢山の

猫の額ほどの小さな田圃が見せる美しい景観は、また人間の凄さも感じ

させます。4 ヘクタールに 375 枚の田圃、水田の水はなんと雨水のみ

とのこと。続いてお菓子工房見学のあと全員無事帰途につき、午後 6時

過ぎ解散しました。 

平成 26年度 事業計画書 

平成 25年度収支決算書及び平成 26年度予算書 

平成 26町内会役員名簿及び副会長担当地区 

町内会役員・班長研修旅行 平成 26年 6月 22日 

 

第一回班長会兼町内会説明会 平成 26年 7月 19日 

第１回班長会兼町内会説明会を開催 

花の台 26年度第１回班長会兼町内会説明会は 7月 19日土曜日午後３時から JAセレサ川崎宮崎支店で民生委員児童委員、

町会役員など約 50名の方々が参集して開かれました。  冒頭、長谷川会長より私たちのこの町内会名「花の台」の由来に

ついて次のようなお話がありました。「馬絹古墳に見られるように、この辺は古くから人が住んでいたと思われます。時代は

下って近世になると旗本長坂氏と戸田氏の知行地に。明治 22年に宮前（ミヤサキ）村が土橋、馬絹、有馬、野川、梶が谷の

５村統合で誕生。昭和 13年宮前村は川崎市に編入。以後は軍用地への接収と続くのですが、接収まえは現在の宮前平第３公

園の周辺は大字土橋字花の台と言いました。名前から花卉栽培の盛んな丘陵地がイメージされます。私たちの町会名はここか

ら来ているのです。」 

 続いて宮前平中学校放送部宮前区映像コンクールでの受賞作品の上映鑑賞の後、民生委員の役割の説明と応募者受付のお

話。町内会年間行事計画の説明。第 30回盆踊り大会の説明と実行の役割分担の発表。町会の運動部、趣味のクラブ、防犯部

その他各部の活動の紹介が各担当者からありました。散会は４時過ぎ。4時半からは盆踊りの練習（19、20日）が宮前平小

学校でありました。 

第 30回 納涼盆踊り大会 平成 26年 7月 26日・27日 

 

花の台 第３０回納涼盆踊り大会 

盆踊り大会を７月 26・27 日の土日、二日間、宮前平小学校校庭をお借りして開催しました。当日は夕方６時半開場と同

時に浴衣すがたで会場は一杯，3層に組んだ櫓の上から打ち鳴らす太鼓や節に合わせて、会場に吊るされた提灯の下で踊り、

夏の夜を楽しんでいました。なかには目を引く踊りをする人も、女性だけでなく、男性にもおりました。外国人の姿も見られ

ました。子供たちは浴衣すがたも多く見られ、焼き鳥、焼きそばなどの屋台に長蛇の列、久しぶりの大はしゃぎ。これは花の

台町内会恒例の夏祭りです。このところのゲリラ豪雨が気がかりでしたが、二日目、ちょっとの雨、お湿り程度で助かりまし

た。 

この日のため太鼓の練習は６月から。また７月 22日櫓建て｡26日は早朝からテント張り、櫓の飾り付け、会場提灯さげ、そ

して 27日踊り終了後テントその他の撤収。28日も早朝から櫓撤去，校庭ゴミ拾い、清掃をしました。 

また、この催しの実行委員の方には会場となる宮小校庭の借用の折衝，櫓組立工事依頼、電気引込み、太鼓指導者との打ち合

わせ、踊りのお師匠さんへの挨拶、近隣へのお知らせ配布、その他諸々やって頂きました 
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下
に
重
要
な
点
を
記
し
ま
す
と 

 

25
年
度
各
部
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告 

先
ず
防
犯
部
長
安
藤
和
男
、
防
災
部
長
齋

藤
尭
、
美
化
部
長
猪
爪
豊
、
広
報
部
長
押
山

二
男
、
各
部
交
通
部
長
新
井
紀
元
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
北
野
隆
生
、
少
年
指
導
部
長
野

島
秀
行
、
子
ど
も
会
会
長
増
田
美
和
、
青
壮

年
部
長
鈴
木
俊
夫
、
花
の
台
ク
ラ
ブ
会
長
名

古
屋
慎
吾
、
交
通
安
全
母
の
会
花
の
台
支
部

安
藤
シ
ゲ
子
の
各
氏
に
よ
る
担
当
セ
ク
シ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤飾り付け終了 

⑨清掃・グランド整備 

⑧ゴミ拾い ⑦後片付け（砂付着防止） ⑥本番です 

④入口飾り付け ③電気配線作業 ②テント張り ①やぐら立て 
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平
成

年
度 

定
期
総
会
特
集 

長
谷
川
会
長
様
よ
り
お
話
が
あ
り
驚
き
ま

し
た
が
、
微
力
な
が
ら
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。
皆
様
同
様
、
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の
ご
教
示
を

得
な
が
ら
一
所
懸
命
や
る
つ
も
り
で
す
。
ご

支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

生
ま
れ
は
長
野
県
諏
訪
、
諏
訪
湖
畔
で
す
。

東
京
は
学
生
時
代
か
ら
。
こ
こ
宮
崎
に
住
ん

で
５
年
に
な
り
ま
す
。 

美
化
活
動
に
つ
い
て
は 

 

６
月
１
日
（
日
）
市
の
多
摩
川
美
化
活
動
に
参

加
、
６
月

日
（
日
）
【
順
延
に
て
７
月
６
日
に

実
施
】、
11
月

日
（
日
）
両
日
の
公
園
清
掃
、 

９
月

日
（
日
）
市
内
統
一
美
化
活
動
（
公
園
清

掃
） 

防
災
に
つ
い
て
は 

９
月

日
（
土
）
宮
前
平
小
学
校
で
防
災
訓
練

を
行
い
ま
す
。 

町
内
会
執
行
部
の
活
動
と
し
て
は 

 

毎
月
第
一
日
曜
日
に
定
例
役
員
会
、
６
月

日

（
日
）
役
員
、
班
長
に
よ
る
日
帰
り
研
修
会
、
７

月

日
（
土
）
第
一
回
班
長
会
【
以
上
実
施
済
】

月
４
日
（
土
）
第
二
回
班
長
会
（
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ

宮
崎
台
支
店
）
を
行
い
ま
す
。 

以
上
が
行
事
・
事
業
計
画
で
す
。
続
い
て 

予
算
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
別
掲
（
３
面
） 

 

花
の
台
町
会
第

地
区
の
担
当
に
５
月

に
就
任
し
ま
し
た
。
前
任
者
の
ご
都
合
に
よ

り
急
遽
決
ま
り
ま
し
た
の
で
戸
惑
っ
て
お

り
ま
す
が
、
20
数
年
、
花
の
台
フ
ラ
ワ
ー
ズ

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
町
会
役
員
の

皆
様
の
街
づ
く
り
へ
の
熱
意
を
い
つ
も
感

じ
て
お
り
ま
し
た
の
で
お
引
き
受
け
い
た

し
ま
し
た
。 

町
会
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
、
運
動
会
＊
御
神

輿
等
に
は
毎
年
継
続
し
て
参
加
し
て
き
ま

し
た
が
今
後
は
役
員
と
し
て
住
み
や
す
い

街
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
少
年

野
球
を
通
じ
て
健
全
で
活
発
な
子
供
た
ち

の
育
成
に
努
め
、
地
域
で
子
供
た
ち
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

第
10
地
区
担
当 

宮
崎1

丁
目
３
～
６ 

11
～
13 

 

小
口 

直
弘 

 

 

第

地
区
担
当 

宮
崎
二
丁
目
10
～
13 

 

針
生 

久 

ョ
ン
の
平
成
25
年
度
活
動
報
告
が
行
わ
れ

続
い
て
会
計
担
当
金
沢
征
夫
氏
よ
り
収
支

決
算
報
告
書
の
説
明
、
資
産
及
び
備
品
台
帳

の
報
告
が
あ
り
、
何
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 因

み
に
、
平
成
25
年
度
の
町
内
会
の
収
入

は
１
４
３
０
万
４
１
９
円
で
そ
の
主
な
も

の
は
町
内
会
会
費
９
４
５
万
９
０
０
円
、
受

入
助
成
金
３
９
６
万
６
８
８
７
円
、
一
方
、

支
出
は
１
５
１
２
万
６
８
円
で
そ
の
主
な

も
の
は
共
同
募
金
等
２
０
５
万
３
８
０
０

円
、
街
灯
保
守
管
理
１
９
６
万
５
２
７
５
円

で
す
。
ま
た
資
産
、
及
び
備
品
台
帳
に
よ
る

と
取
得
価
格
で
合
計
３
０
３
６
万
８
２
７

１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

26
年
度
行
事
・
事
業
計
画 

続
い
て
平
成

年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ

れ
皆
様
の
ご
賛
同
を
賜
り
ま
し
た
。 

行
事
の
主
な
も
の
は 

年
尐
者
に
向
け
て
は 

 

 

７
月
５
日
（
土
）
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
（
宮
前
平

小
学
校
）
、
７
月
下
旬 

子
ど
も
映
画
会(

宮
前
平

小
学
校
）
、
７
月
夏
休
み
は
じ
め
４
日
間
は
子
ど

も
会
ラ
ジ
オ
体
操
（
宮
前
平
小
学
校
）
【
以
上
実

施
済
】

月
３
日
（
月
）
子
ど
も
神
輿
巡
行
、

月

日
（
土
）
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
宮
前
平

小
学
校
）
、
１
月

日
（
土
）
宮
前
平
小
学
校
祭

り
（
町
内
会
協
力
） 

 

子
ど
も
も
大
人
も
参
加
し
て
楽
し
い
も
の 

 

７
月

･

日
（
土
）
（
日
） 

納
涼
盆
踊
り

大
会
（
宮
前
平
小
学
校
）【
実
施
済
】

月

日

（
日
）
秋
季
大
運
動
会
（
宮
前
平
小
学
校
） 

 

１
月
11
日
（
日
）
は
新
年
賀
詞
交
歓
会 

が
開
催

さ
れ
ま
す
（
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
宮
崎
支
店
） 

 

納涼盆踊り大会の流れをご紹介します 

納涼盆踊りは、町内会役員・班長・各部の部員、運動部の部員など
総勢 150名の方々が事前の準備、当日の運営、翌日の後片付けに
あたりました。 
みなさん、ありがとうございました。 

（実行委員長 体育指導部長 北野隆生） 

新

副

会

長

の

紹

介 

総会の様子と特別講演 

宮前兄妹 

『メロー』と『コスミン』が

一緒に踊りました 

運動会、おみこしにも 

来てくれるかな 

11月 3日（月）文化の日  午前 9時出発 

宮前区区役所市民広場を出発し町内を練り歩

きます。宮前区役所⇒マコト酒店前⇒宮崎第二

公園⇒宮崎子ども文化センター 

9月 20日（土）  午前 10時 

一時避難場所に集合し、避難所（宮前平小

学校）に向かいます。 

災害の対する訓練、展示があります。 

 

10月 12日（日） 雨天の場合：13日（月） 

楽しい競技、たくさんの賝品、売店もたくさ

ん出ます。宮前兄妹『メロー』『コスミン』

も特別参加予定。 

 

9月 28日（日）川崎市内統一美化デー 

雨天の場合：10月 5日（日） 

11月 30日（日） 

皆さんのご参加をお待ちしております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最
後
に
、
か
よ
う
な
行
事
を
執
行
す
る

に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
備
品
も
古
く

な
っ
た
り
壊
れ
た
り
。
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
最
近
の
町
会
は
、
繰
越
金
が
残
せ
な

く
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
町
会
加
入
者

を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。
経
費
の
節
減

も
行
い
ま
す
。
こ
の
１
年
、
皆
さ
ん
と
住

み
よ
い
町
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。 

月
に
４
回
（
週
１
回
）
ほ
ど
、
農
作
業
に
出
か

け
て
い
る
。
畑
は
函
南
町
（
静
岡
県
）
に
あ
り
、

自
宅
か
ら
は
１
０
０
km
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
。
何

故
、
そ
ん
な
遠
く
に
畑
を
借
り
て
い
る
の
か
は
、

話
が
長
く
な
る
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

地
元
農
家
の
方
か
ら
借
り
た
畑
を
知
り
合
い
の

数
家
族
で
分
割
し
て
野
菜
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。 

 

畑
ま
で
の
移
動
ル
ー
ト
は
、
当
初
は
有
料
道
路

を
利
用
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
出
来
る
だ
け
一
般

道
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

早
朝
に
自
宅
を
出
発
し
、
国
道
２
４
６
号
線
を

厚
木
へ
向
か
い
、
小
田
原
厚
木
道
路
に
並
走
し
て

い
る
道
路(

63
号
線
）
等
を
利
用
し
て
二
宮
ま
で

行
き
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
を
走
り
、
早
川
か
ら
海
岸

線
の
国
道
１
３
５
号
線
を
利
用
し
て
熱
海
ま
で

行
っ
て
い
る
。
熱
海
か
ら
は
熱
函
道
路
を
利
用
し

て
15
分
ほ
ど
で
畑
に
到
着
す
る
。
途
中
の
朝
食
休

憩
な
ど
を
入
れ
る
と
、
２
時
間
半
ほ
ど
の
移
動
時

間
と
な
る
。 

 

帰
り
の
道
路
で
は
、
時
と
し
て
渋
滞
に
ひ
っ
か

か
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
夏
場
の
海
岸
線(

１
３

５
号
線)

は
、
レ
ジ
ャ
ー
帰
り
の
車
で
数
珠
つ
な

ぎ
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん
な
時
は
、
真
鶴
駅

の
尐
し
手
前
か
ら
山
側
の
道
路(

７
４
０
号
線)

を
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
か
な
り
蛇
行
し

て
走
行
距
離
は
あ
る
が
、
車
は
尐
な
い
の
で
い
つ

も
順
調
に
流
れ
て
い
る
。
本
当
は
あ
ま
り
人
に
お

教
え
し
た
く
な
い
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。 

朝
食
は
、
途
中
の
コ
ン
ビ
ニ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

ー
ド
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
を
利
用
し
た
り
、
海
岸
線
の
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総
会
に
当
た
って 

 

花
の
台
町
内
会
会
長 

 

長
谷
川
大
二 

感
謝
状
及
び
表
彰
状
の
贈
呈 
 

 

 

町
内
会
長
推
薦
委
員
会
の
推
薦
を
頂
き
、
あ
と
１
期
２
年
間
、
会

長
職
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

町
内
は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
て
住
宅
の
新
築
が
相
次
ぎ
、
旧
住
宅

を
取
り
壊
し
て
新
し
い
建
物
が
建
っ
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
町
内
会
の
会
員
に
な
る
数
は
尐
な
く
、
人
口
の

伸
び
を
下
回
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
会
へ
加
入
す
る
方
法
が
分
か
ら
な

い
か
、
町
会
が
意
識
の
外
に
あ
る
か
そ
れ
と
も
他
に
原
因
が
あ
る
の

か
、
こ
れ
を
克
服
し
て
町
内
会
の
会
員
数
を
増
や
し
、
町
内
会
の
最

大
の
目
的
で
あ
る
「
ご
近
所
、
町
内
に
顔
見
知
り
が
い
る
」
と
い
う

地
域
の
実
現
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

顔
見
知
り
を
作
る
た
め
、
町
内
会
は
色
々
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

盆
踊
り
や
運
動
会
、
お
神
輿
な
ど
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
一
体
に

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
動
か
し
ま
す
。
共
通
の
労
働
に
力
を
合
わ
せ
、

ふ
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
見
知
っ
た
人
が
い
る
。
そ
う
い
っ
た
人
々
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
や
が
て
起
こ
る
で
あ
ろ
う
非
常
事
態
に
備
え

る
。
或
い
は
公
園
の
清
掃
や
街
路
、
家
の
前
の
清
掃
。
ゴ
ミ
置
き
場

の
整
理
整
頓
。
き
れ
い
な
町
に
は
犯
罪
も
尐
な
い
で
す
。
そ
れ
で
も

皆
さ
ん
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。
歩
き
な
が
ら
だ
べ
り

ま
し
ょ
う
。
街
の
印
象
や
飲
み
屋
の
話
な
ど
し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
を
拾

い
な
が
ら
自
分
の
街
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
歓
声
も
聞
こ

え
ま
す
。
暗
い
箇
所
は
な
い
か
、
掲
示
板
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
か
。

な
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
新
鮮
な
見
方
が
出
来
ま
す
。 

 

町
内
会
は
色
々
な
「
場
」
を
提
供
し
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
顔

見
知
り
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

あ
ん
な
話 

 

こ
ん
な
話 

ち
ょ
っ
と 

い
い
は
な
し 

 

花の台町内会へのお問い合わせは、お気軽に町内会館まで 

火曜日、金曜日の午前中 

宮前平３－４－１６  宮崎台ハイツ１階 

Tel・Fax 767-7502 

お申し込みは、 

各部に直接ご連絡ください 

 

◎町内会に加入している家庭の小学生なら誰でも入会できます 

◎楽しい行事がたくさんあります 

◎お申込み・お問い合わせは 

花の台町内会館（火；金曜日の午前 10時～12時） 

電話/ファックス ７６７－７５０２ 

 

◎日程 

  9月  7日・14日・21日   *集合 5時 30分 

１０月  ５日・19日・26日   *集合５時 00分 

１１月  ９日・16日・23日   *集合４時３０分 

◎集合場所 花の台町内会館 

◎パトロールは徒歩にて１時間程度です。 

◎お申込み 桂田防犯部長 ℡ 044-877-0850 

去
る
３
月
１
日
付
け
で
改
定
し
た
会
則
集

が
出
来
上
が
り
６
月
初
旬
会
員
の
皆
様
の
お

手
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。 

お
時
間
の
あ
る
と
き
、
お
読
み
戴
き
町
内
会

へ
の
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
た
く
思
い
ま

す
。 参

考
ま
で
に
ち
ょ
っ
と
中
を
見
ま
す
と
総

会
に
つ
い
て
の
規
約
は
第
14
条
「
総
会
は
、

開
催
時
の
役
員
と
班
長
に
よ
る
総
代
会
制
と

し
、
班
長
と
役
員
を
も
っ
て
開
催
す
る
。」
と

あ
り
、
ま
た
班
長
に
つ
い
て
は
12
条
「
会
員

は
、
近
隣
に
居
住
す
る
会
員
お
お
む
ね
５
～

30
世
帯
（
以
下
こ
れ
を
班
と
云
う
）
に
つ
き
、

１
世
帯
（
１
名
）
の
班
長
を
＊
班
の
代
表
と

し
て
毎
月
４
月
（
原
則
）
に
選
出
す
る
。」
云
々

と
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

感
謝
状
を
今
回
退
任
さ
れ
る
立
川
猛
氏(

第

10
地
区
副
会
長
）、
津
田
喬
次
氏
（
第

地
区

副
会
長
）
、
藤
本
正
夫
（
会
計
）
の
三
氏
に
対

し
て
永
年
に
亘
り
当
町
内
の
役
員
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
戴
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
会
長
か
ら
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
お

三
方
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

町
会
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

続
い
て
表
彰
状
が
猪
爪
豊
氏
＊
伊
久
見
光

君
、
渡
部
侑
輝
君
の
三
氏
に
対
し
て
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。 

猪
爪
豊
氏
（
当
町
内
会
美
化
部
長
）
は
偶
々

通
り
か
か
っ
た
道
端
で
倒
れ
て
い
る
人
を
見

か
け
咄
嗟
の
判
断
で
適
切
な
処
置
を
迅
速
に

と
ら
れ
た
お
蔭
で
尊
い
人
命
が
救
か
っ
た
こ

と
を
。
伊
久
見
光
君
（
宮
前
平
小
学
校
児
童
）

は
町
内
会
の
公
園
清
掃
、
多
摩
川
清
掃
に
親
と

共
に
出
て
ご
み
を
拾
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
小

学
校
で
夏
休
み
交
通
安
全
指
導
員
に
選
ば
れ

る
な
ど
活
躍
。
渡
部
侑
輝
君
は
全
国
中
学
校
駅

伝
大
会
で
宮
前
平
中
学
を
全
国
５
位
に
押
し

上
げ
た
他
、
全
日
本
中
学
陸
上
競
技
大
会
１
５

０
０
ｍ
に
出
場
見
事
優
勝
し
全
国
に
宮
中
の

名
を
轟
か
せ
た
こ
と
の
顕
彰
で
す
。
長
谷
川
町

会
長
よ
り
贈
呈
い
た
し
ま
し
た 

花
の
台
町
内
会
会
則
集 

配
布
の
お
知
ら
せ 

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
第
10
地
区
担
当

副
会
長
立
川
猛
氏
が
退
任
、
後
任
に
小
口
直

弘
氏
、
同
じ
く
第
11
地
区
担
当
副
会
長
兼
総

務
部
長
津
田
喬
次
氏
の
後
任
は
副
会
長
が
針

生
久
氏
、
総
務
部
長
に
押
山
二
男
広
報
部
長

が
就
任
、
広
報
部
長
の
後
任
に
小
口
直
弘
氏

が
兼
任
で
、
ま
た
新
設
さ
れ
た
福
祉
部
の
部

長
に
安
藤
和
男
防
犯
部
長
が
就
任
、
後
任
に

は
桂
田
實
副
会
長
が
防
犯
部
長
を
兼
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
会
計
の
藤
本
正
夫
氏

は
退
任
さ
れ
、
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

役

員

の

改

選 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
持
参
の
お
に
ぎ
り
、
即
席
み
そ

汁
な
ど
で
簡
単
に
済
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。 

昼
食
は
、
さ
ら
に
一
般
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

そ
ば
・
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
の
食
事
処
も
利
用
し
て

い
る
。
小
田
原
魚
市
場
（
漁
港
）
内
の
食
堂
は
、

刺
身
定
食
な
ど
魚
料
理
が
中
心
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
り
、
い
つ
も
客
が
列
を
な
し
て
い
る
が
、
待

ち
時
間
は
そ
ん
な
に
長
く
な
い
。
湯
河
原
海
岸
か

ら
熱
海
方
面
へ
１
km
ほ
ど
の
食
事
処
「
麦
と
ろ
童

子
」
は
名
前
の
と
お
り
、
麦
飯
・
と
ろ
ろ
汁
が
メ

イ
ン
の
お
店
で
あ
る
が
、
雰
囲
気
が
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
て
い
て
面
白
い
。 

畑
で
は
そ
れ
な
り
に
収
穫
物
は
あ
る
が
、
全
て

の
野
菜
を
植
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
畑
の

直
ぐ
近
く
に
あ
る
「
酪
農
王
国
オ
ラ
ッ
チ
ェ
」
の

野
菜
直
売
（
土
日
の
朝
）
も
し
ば
し
ば
利
用
し
て

い
る
。
季
節
の
野
菜
を
か
な
り
安
く
販
売
し
て
い

る
の
で
、
近
隣
の
人
も
多
く
買
い
に
き
て
い
る
。 

 
小
田
厚
道
路
・
平
塚
イ
ン
タ
ー
近
く
の
「
Ｊ
Ａ

湘
南
あ
さ
つ
ゆ
広
場
（
大
型
農
産
物
直
売
場
）
」

も
野
菜
、
苗
、
花
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
よ

く
寄
り
道
を
し
て
い
る
。
平
塚
漁
港
の
朝
獲
れ
鮮

魚
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
も
多
い
ら
し

い
。 

 

往
復
の
時
間
を
含
め
る
と
一
日
が
か
り
の
効

率
の
悪
い
野
菜
づ
く
り
で
あ
り
、
帰
り
は
東
名
高

速
道
路
も
利
用
す
る
の
で
高
コ
ス
ト
の
野
菜
づ

く
り
で
あ
る
が
、
お
土
産
付
き
観
光
農
園
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

第
４
地
区
副
会
長 

菅
谷 

雅
生 

 

 


